
会議名
開催日時
場所
出席者
会議次第 1．開会

2．委員任命書交付
3．教育長あいさつ
4. 会長あいさつ
5．協議事項
　（1）文化財保護事業 経過報告 事業計画について
　（2）本年度の主な事業について

・小野のシダレグリ保存管理計画策定　・矢彦神社改修　・文化財マップ作成
　（3）『辰野町資料』の刊行について
　（4）文化財パトロールについて
　（5）その他

・明倫館について　・信州の特徴ある縄文土器群
・近代遺跡詳細調査（商業・金融業）

　 6．その他
・シダレグリ友の会研修視察（岩手県）

7. 閉会
※　油屋、矢彦神社へ現地視察

会議結果 1.開会

2.委員任命書交付
・ 委員1名が体調不良により退任、交代した。新たな委員の任命書が交付された。

3.教育長あいさつ

4．会長あいさつ

5．協議事項
   (1) 文化財保護事業　経過報告　事業計画について

①
・
・  9月：文化財パトロール
・ 10月：第2回審議会
・

H31年
・  3月：第3回審議会

②
・
・
・
・  5月16日：油屋障子貼り
・  5月18日：油屋障子貼り
・  5月21日：油屋障子貼り
・  5月20日：小野宿市
・  6月 7日：信州大学土本研究室油屋視察
・  6月17日：十一面観音拝観
・  6月19日：県文化財パトロール
・  6月21日：県史料協総会・研修会
・  7月頃　：シダレグリ保存管理計画策定委員会
・  8月23日：十一面観音拝観

　 ・  9月 5日：十一面観音拝観
・ 11月1日～7日：文化財保護強調週間

H31年

会　議　録
辰野町文化財保護審議会（第1回）
平成30年5月25日（金）　午後3時00分～午後4時30分
町民会館　202号学習室
14名中　11名（審議委員7名、事務局4名）

 4月 7日：油屋清掃活動

文化財保護審議会
 6月：『辰野町資料』第117号発行

文化財保護活動

11月：県文化財保護研修会

 4月20日：埋蔵文化財担当者会議
 5月 8日：シダレグリ関係者意見交換会



・  1月：第64回文化財防火デー
・  2月：県文化財パトロール

　　　③小野宿問屋保存会
・ 月1回の定例公開の実施
・  4月 3日：役員会
・  4月 7日：総会
・  4月 8日：春季特別公開（来館者72名）
・  7月：庭木剪定（シルバー人材センター委託）
・  7月28日：第21回公民館夏季公開講座
・  8月 5日：夏季特別公開
・ 10月：視察研修
・ 11月 3日：秋季特別公開
・ 12月初旬：冬ごもり作業
・ 12月下旬：しめ縄飾りつけ

H31年
・  3月：役員会

　　　④辰野町石造物調査会
・  4月21日：総会
・  5月24日：郷土を知ろう案内（協力）
・  6月14日：郷土を知ろう案内（協力）
・  6月28日：郷土を知ろう案内（協力）
・  7月26日：郷土を知ろう案内（協力）
・  9月13日：郷土を知ろう案内（協力）
・  9月27日：郷土を知ろう案内（協力）
・ 10月18日：郷土を知ろう案内（協力）
・ 10月：視察研修
・ 11月：上伊那郷土研究交流の集い

H31年
・  3月：役員会

　　　⑤小野のシダレグリ自生地保全友の会
・ 月1回の手入れ作業（支障木・藪切り作業、下草刈りなど）
・  7月：視察研修（岩手方面・3日間）
・  7月9日：オオハンゴンソウ駆除作業

H31年
・  3月：総会

  (2)本年度の主な事業について
・ 小野のシダレグリ保存管理計画策定

・ 矢彦神社改修

・ 文化財マップ作成

昨年から神楽殿の改修に着手。費用の50％が県から、5％が町からの補助金で実
施される。補助金の関係で、4年がかりの工事となる。5月27日（日）に工事の
進捗を公開する見学会を実施。立川流の彫物を間近で見る機会となる。

保存管理計画策定委員会（4ヵ年計画）の最終年度に入った。これまでの3年間でシダレ
グリの基礎調査が終了し、具体的な活用計画に入っている。
シダレグリの手入れ作業を委託している「シダレグリ友の会」の方々から、直接意見や
アイデアを伺うミーティングを実施し様々な意見を頂戴した。そこで頂いた意見の一部
を以下に挙げる。
〇シダレグリが指定地外にも生育しているが、一部を新たに指定地へ入れ、一部を散策
　エリアや、シダレグリ手入れの実験に使うのはどうか。
〇指定地外に遊歩道をつくり、展望を楽しめるようにし、合わせて管理道として利用す
る
　のはどうか
〇北側の斜面に展望エリアをつくるのはどうか
等。指定地外については管理組合の方々とも情報共有をし、分担しながら進めていきた
→管理道、遊歩道は指定地の保護も合わせて検討していきたい。保存管理計画の中で具
体的なルートの案が出てきたら検討を開始したい。



 （4）文化財パトロールについて

　（5）その他
・ 明倫館について

6.その他
・ 『たのめの里まちづくり通信』について

・ 信州の特徴ある縄文土器群について
答申に向けて準備が進んでいる。

・ 近代遺跡詳細調査（商業・金融業）について

・ シダレグリ友の会研修について

7．閉会

　　現地視察：油屋・矢彦神社

今年は小野地区がテレビ等のメディアに数多く露出し話題となったため、その
特集が組まれた。今後は街中の普段目を向けない所にフォーカスし、住んでい
る方に小野の良さを再発見してもらえるような内容が検討されている。また、
文化的景観協議会準備会の活動推進に向けての取り組みが期待される。

文化庁が平成8年から全国で近代遺産の調査を実施したが、その中から選ばれた
商業・金融業の遺跡の詳細調査が実施されることになり、辰野町からは「みの
わや旅館」と「林陶社事務所」が選ばれている。現在、現地調査に向けて調整
中である。

  (3)『辰野町資料』の刊行について

友の会ではこれまで全国各地のシダレグリの視察を実施してきた。今年は岩手
県南部および宮城県、計4ヶ所のシダレグリの視察に伺う。初めて2泊の日程で
の研修となるが、実際に各地のシダレグリを目視確認し見識を深める貴重な機
会であり、友の会の方々も意欲的である。視察の結果は保存管理計画に反映さ
れる。残すは岩手県北部、青森県、岡山県のシダレグリのみである。

2000年に作成したマップを昨年でほぼ配布し終えた。新たに指定された文化財
も追加して、マップを再度作成したい。編集委員会をつくりたいがいかがか？
→審議会委員個別に都度相談していくことになった。

文化財の所在地に合わせてリストを作成した。明倫館も登録有形文化財に登録
されたので記載した。昨年と同じ地区を担当してパトロールし、変化を確認す
る。10月の審議会までに実施。

5月10日に官報に告示され、登録原簿に搭載されて、正式に登録有形文化財と
なった。（旧小野村役場庁舎および土蔵）登録文化財のプレートが届くので、
引渡し式を実施したい。

昨年第117号を刊行予定であったが、ページが大幅に増えたため予算をオーバー
し刊行できなかった。今年度の予算を使って刊行。補正予算で第118号以降を刊
行か。「まちづくり通信」も同予算から発行されているため、合わせて補正を
する。


